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人間発達環境学研究科に「アクティブエイジング研究センター」設立 

人間発達環境学研究科 近藤徳彦 

 

人間発達環境学研究科では発達支援インスティチュートにアクティブエイジン

グ研究センターを 2015 年 12 月 1 日に設立いたしました。このセンターはアク

ティブエイジングを掲げ，高齢化社会の問題解決を産学官民が共同して目指す

学際的なセンターです。また，近年高齢化の進行は振興国や発展途上国まで及

び，そこで起こる問題の対策が急がれ，社会文化の異なる西欧の例より，日本

での施策や研究に熱い視線が注がれています。アジアでのアクティブエイジン

グ研究のリーダーが必要な今，アジアでの拠点（Hub）を目指します。 

 

人口の高齢化は人類が成し遂げた成果ですが，最大の社会的課題の一つでもあ

ります。日本においては，後期高齢者の増加に伴う要介護者・要支援者・軽度

認知障害を持つ人の増加，都市化・核家族化による高齢単身世帯の増加に伴い，

介護・医療費の高騰が大きな問題となっています。1999 年，世界保健機関（WHO）

が掲げた「アクティブエイジング（活力ある高齢化）」は，この課題解決に向け

た指針として注目されています。これは，高齢者を非生産的な社会的弱者とみ

る従来の固定観念を打破し，高齢期をより活動的，積極的，可能性のあるライ

フステージとして捉えながら，加齢を個人の生涯にわたる発達と成熟の過程と

認識する意識変革を目指し，その実現に向けて社会的アクションを活性化して

いくことを目標とするものです。この WHO の指針は日本での高齢化における諸

課題の解決策の決め手になると考えられます。 

 

本研究科には，アクティブエイジングを精神的，身体的，社会的側面から総合

的に捉え，応用的・実践的研究と，そのベースとなる諸科学（健康科学，心理

学，行動科学，社会科学，環境科学，教育科学など）から研究実績を蓄積して

きました。アクティブエイジング研究センターは，これらの学問を結集し，産

官学民が共同して先駆的な研究プロジェクトを生み出していく創発点として，

活力ある高齢化への様々な可能性を究明し，支援策のグローバルな提案を図り

ます。 
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口の高齢化は人類が成し遂げた成果であるととも

に、最大の社会的課題の一つでもある。日本におい

ては、後期高齢者の増加に伴う要介護者・要支援者・軽度認

知障害を持つ人の増加、都市化・核家族化による高齢単身世

帯の増加などに伴い、介護・医療費の高騰が大きな問題と

なっている。1999年、世界保健機関（WHO）が掲げた「アク

ティブエイジング（活力ある高齢化）」は、この課題解決に向

けた指針として注目される。これは、高齢者を虚弱で非生産

的な社会的弱者とみる従来の固定観念を打破し、高齢期をよ

り活動的、積極的、可能性のあるライフステージとして捉え

ながら、加齢を個人の生涯にわたる発達と成熟の過程と認

識する意識変革を目指し、その実現に向けて社会的アクショ

ンを活性化していくことを目標とするものである。このWHO

の指針は日本での高齢化における諸課題の解決策の決め手

になると考えられる。

研究科には、アクティブエイジングを精神的、身体的、

社会的側面から総合的に捉え包括的な活性化を探

求する応用的・実践的研究と、そのベースとなる諸科学（健

康科学、心理学、行動科学、社会科学、環境科学、教育科学な

ど）からの研究実績が蓄積されてきた。

クティブエイジング研究センターは、これらの学問的

営為を結集し、先駆的な研究プロジェクトを生み出

していく創発点として、活力ある高齢化への様々な可能性を

究明し、支援策のグローバルな提案を含め積極的な社会実

装を図る。
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加齢に伴う諸課題を産学官民から解決するために。

センターの目標と主要事業
センターは、高齢化の進行に伴う課題の解決に資するための

アクティブエイジングに関わる先端的研究を創発し、本研究分

野の活性化と社会的還元を目指していくことを設立時の目標

として掲げ、その達成に向けて以下の主要事業を展開します。

●リーディング研究プロジェクトの実施と拡大 ●新規シーズ研究プロジェクト

の始動支援 ●国際共同研究プロジェクトの計画化と始動 ●民間・行政委託研

究の受託 ●大型競争研究資金獲得によるプロジェクト研究創出

研究ハブ（結節）拠点形成に向けて
センターの目標と主要事業を展開するためのプラットフォー

ムとして、以下の学際性、国際性、職際性をテーマとする研究

ハブ拠点機能を向上させ、先駆的な研究を創発し発信してい

くための結節点としてセンターの活性化を図ります。

国際的
共同研究のコア

アジアの研究
ネットワーク拠点

アクティブエイジング
研究センター

●健康科学

●身体運動科学

●スポーツ科学

●適応科学

●生理学

●ライフスタイル科学

●環境システム科学

●社会システム科学

●教育科学

●コミュニティ科学

●認知科学

●感性工学

●社会心理学

●発達心理学

民

官産

Physically

Active

Socially

Active

Mentally

Active

研究開発事業1.

●センター主催研究シンポジウムの開催 ●関連学会における研究成果の発表 

●WEB・デジタル・マスメディアを通じた研究成果配信 ●研究論文・書籍出版 

●アクティブエイジング関連政策・施策への提言

研究発信事業2.

●研究コンサルティングの受託と政策提言 ●アクティブエイジング研究者育成 

●関連国際・アジア学会の招致 ●関連国内学会の共催・後援・協力 ●アジアア

クティブエイジング学会（仮称）事務局設立

研究支援事業3.

●アクティブエイジングを個人から文化レベルまでの多元的・総合的現象の中で

捉え、複眼的視座と科学を結節した新たな基礎研究・応用研究を創発する

学際的研究ハブ拠点1.

●高齢化というグローバルな課題に対する世界的視野からの研究推進と社会還

元を目指し、特にアジアの視点から世界に向けてアジア創発研究を発信する

国際的研究ハブ拠点2.

●産官民学の垣根を越えて共同研究を促進し、研究活動を活性化する結節点と

して、課題解決に直結する研究成果の社会的還元を加速化させる

職際的研究ハブ拠点3.

●国内外の大学・研究団体研究者の招聘・連携 ●国内外の関連研究センター・推

進機関との連携化 ●民間・行政セクターからのセンター研究員 ●産官民学コン

ソーシアムによる研究会開催 ●研究情報ネットワークによる研究成果の共有化

研究ネットワーク事業4.

ヨーロッパ・
北米地域

イギリス・オランダ・

カナダ・アメリカ・

アイルランド、等

アジア・
オセアニア地域

韓国・マレーシア・

インドネシア・シンガポール・

オーストラリア・

ニュージーランド・

中国、等

産学官民の
連携プラットフォーム文理融合研究の推進
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現在のプロジェクト 

 

1．プロジェクト名：鶴甲いきいきまちづくり-アクティブエイジングを目指して 

メンバー：岡田修一，近藤徳彦，長ヶ原誠，片桐恵子，増本康平，学外研究者 

期間：2010 年度〜2020 年度 

内容：オールドニュータウンである鶴甲地区を対象に，多世代が心身ともに健やかで将来の

希望に満ちた，安全に暮らせるまちづくりを支援するものである．アカデミック・サロン

（大学内で行うイベント）を鶴甲地区の住民の学びと活動の場の基礎とし，大学をコミュニ

ティの中心に位置付け，このサロンを通して，住民同士のネットワークを形成するととも

に，サロンの継続に必要なファシリテーターを養成し，住民が企画・運営するコミュニティ

活動を支援する． 

 

2．プロジェクト名：住民ネットワーク形成の客観的検証方法の確立 

メンバー：増本康平，岡田修一，近藤徳彦，長ヶ原誠，片桐恵子，木村哲也，古谷真樹，研

究科共同研究者 4名， 

期間：2015 年度〜2017 年度 

内容：ウェアラブルセンサデバイスによって対面コミュニケーション行動データを自動収

集し，ネットワーク解析を行うことで住民交流の現状や変化，キーパーソンを把握し，支え

合い・助け合いの基盤となる住民ネットワークの活性化につなげる． 

 

3．プロジェクト名：男女の違いや個人差を考慮した健康増進支援プロジェクト 

メンバー：近藤徳彦，岡田修一，中村晴信，古谷真樹，井上真理，齊藤誠一，他 

期間：2015 年度～2019 年度 

内容：健康行動（食・睡眠・運動）を支援するため，これらに関係する環境を工夫すること

により健康を支援する方法を提案する．その際，これまで十分な情報が得られていない男女

の違いや個人差からアプローチする． 

 

4．プロジェクト名：高齢者の身体システム機能維持・向上への学際的プロジェクト 

メンバー：木村哲也，佐藤幸治，学外研究者 

期間：2015 年度～2017 年度 

内容：高齢者の身体システム機能の維持・向上に対して，基礎研究及びその成果に基づいた

社会実装を，応用生理学，運動生理・生化学，バイオメカニクス，生体工学の各観点を統合

して学際的に実施する．現在取り組み中の具体的課題は，立位バランス神経制御則の解明や
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高齢者の筋機能の向上である． 

 

5．プロジェクト名：都市住居高齢者の日常活動の国際比較 

メンバー：片桐佳子，福沢愛，海外研究者 1名 

期間：2015 年度～2017 年度 

内容：都市に居住する高齢者がどのような日常活動を行っているのか，その活動量はどの程

度か，活動がどのように気分や健康に関連しているか，などの実態の解明とそれらの関連

を，日本（神戸）と韓国（ソウル）との国際比較から検討する． 

 

6．プロジェクト名：超高齢化社会を見据えた持続可能なごみ処理施策の提案 

メンバー：田畑智博，片桐恵子 

期間：2015 年度〜2016 年度 

内容：高齢者世帯の増加が将来の自治体のごみ処理施策に及ぼす環境的・経済的影響を，シ

ミュレーション分析により明らかにする．ごみ分別等の住民負担の限界と対策の検討を通

じて，超高齢化社会に相応しい持続可能な自治体のごみ処理施策を提案する． 

 

7．プロジェクト名：関西ワールドマスターズゲームズ 2021 レガシー創造支援研究 

メンバー：長ヶ原誠，岡田修一，近藤徳彦，片桐恵子，増本康平，学外研究者３名 

期間：2015 年度～2022 年度 

内容：2021 年に関西広域で開催が決定した生涯スポーツの国際大会がもたらすレガシー（遺

産）創造に向けた振興事業アクションリサーチの展開と効果検証のモニタリング評価を実

施し，成人・中高年者を対象とした参加型のスポーツメガイベント開催が個人と地域の活性

化に及ぼす影響過程を検証する． 

 

8．プロジェクト名：高齢期の意思決定バイアスの解明と自律に向けた生涯学習プログラム

の開発 

メンバー：増本康平，学外研究者 2名 

期間：2015 年度〜2017 年度 

内容：高齢者の意思決定バイアスの特徴を明らかにし，高齢者に適した意思決定の支援方法

を明確にする．最終的には，高齢期の自律を目標とした「選び方を選ぶ」生涯学習プログラ

ムを開発する． 
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9．プロジェクト名：マスターズ甲子園によるアクティブエイジング活性化の検証 

メンバー：長ヶ原誠，学外研究者 3名 

期間：2015 年度～2017 年度 

内容：高校野球部ＯＢクラブの拡大を目指して始動したマスターズ甲子園の各地方予選・全

国大会の開催が及ぼすアクティブエイジングに関わる諸効果を検証し，スポーツ同窓会結

成支援による活動的な加齢文化の推進に着目した生涯スポーツプロモーション事業の可能

性と課題を提示する． 

 

10．プロジェクト名：サードエイジ・プロジェクト 

メンバー：片桐佳子，学外研究者 2名 

期間：2015 年度～2019 年度 

内容：これまでの高齢者とは異なる新しいシニア層である団塊世代以降の人のライフスタ

イルや志向を把握し，定年後の社会参加や就労について検討し，新たなシニアの社会的な役

割を提案する． 

 

11．プロジェクト名：異世代間交流のプロジェクト 

メンバー：片桐佳子，学外研究者 1名，海外研究者 1名 

期間：2015 年度～2019 年度 

内容：家族や地域の絆の減衰が指摘されている中で，異世代間交流の実態と課題を検討す

る．異世代間交流を活発化するような age friendly university のあり方について，アイ

ルランドとの国際比較を実施しながら探索する． 



〈問い合わせ先〉※参加には事前申込が必要です

神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 アクティブエイジング研究センター事務局　Mail: kaarb@h.kobe-u.ac.jp　 Fax.078-803-7963  

アクティブエイジング研究センター
設立記念シンポジウム

神戸大学大学院 人間発達環境学研究科

20162/21(SUN)

10:30

10:35

 

10:45

10:55

11:15

12:15

13:00

13:30

14:30

15:30

17:00

18:00

開会アナウンス

設立記念シンポジウムに寄せて　

神戸大学理事・副学長：小川 真人（研究・産学連携担当）

開会挨拶　神戸大学大学院 人間発達環境学研究科長：岡田 章宏

（神戸大学大学院 人間発達環境学研究科附属発達支援インスティテュート長） 

アクティブエイジング研究センター構想（センター長）：近藤 徳彦

（神戸大学大学院 人間発達環境学研究科教授）

基調講演

「アクティブエイジングの歴史と進化」

Alex Ross 氏

WHO神戸センター所長

昼食

アクティブエイジング研究スクエア・ポスターセッションⅠ

特別講演１

「アクティブエイジング社会のために大学は何ができるのか？」

Gyounghae Han 氏 

ソウル大学 応用老年学・退職研究センター所長

特別講演２

「長寿社会に生きる」

秋山弘子 氏

東京大学高齢社会総合研究機構特任教授

「アクティブエイジング研究ハブ拠点に向けて」

アクティブエイジング研究スクエア・ポスターセッションⅡ

レセプション（瀧川記念会館）

プログラム（通訳あり）

会場：神戸大学百年記念会館

Alex Ross 氏Alex Ross 氏 

Gyounghae Han 氏

秋山弘子 氏秋山弘子 氏
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